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2025年夏季の天候の振り返り



夏季の顕著な高温傾向を受けて、最高気温40℃以上の日の名称を酷暑日に決定



最高気温記録極値１位：
富山 39.8℃ 2025年8月4日 伏木 39.7℃ 1994年8月14日

昨年（2025年）夏は各地で記録的な最高気温（酷暑日）を記録

令和７年夏の記録的な高温と７月の少雨の特徴およびその要因等についての異常気象分析検討会資料より抜粋

（集計期間は6月～9月）



昨年（2025年）夏季の海洋と大気の特徴
上空の偏西風が平年より大幅に北を流れ、上空のチベット高気圧が日本付近に張り
出した。フィリピン東海上の積乱雲の活動が極めて活発で、日本付近への太平洋高
気圧の張り出しを強めた。日本付近は、チベット高気圧と太平洋高気圧が重なった
背の高い暖かい高気圧に覆われた結果、下降気流が卓越し晴れて気温が上昇。

⇒ 40℃を超える顕著な高温を記録した期間が出現

・多くの地方で早い梅雨入りに続き過去最も早い梅雨明けとなり、季節進行が早かった。
・７月は少雨が顕著となり、北陸地方では少雨の記録を更新した。⇒ 水不足の懸念

令和７年夏の記録的な高温と７月の少雨の特徴およびその要因等についての異常気象分析検討会資料

参考：2025年富山県
梅雨入りー梅雨明け
 5/22頃ー6/29頃
（平年： 6/11ー7/23）   



全国のアメダスで観測された猛暑日地点数積算（6月～8月）比較
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令和７年夏の記録的な高温と７月の少雨の特徴およびその要因等についての異常気象分析検討会資料より抜粋した資料を改変して転載
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2010年以降の主な高温年についてプロット

富山での猛暑日の日数
平年8.1日（1991‐2020）
2010年 19日
2013年   9日
2018年 22日
2023年 30日
2024年 20日
2025年 29日



2025年8月6日～12日の日本付近における大 気の流れ

北陸地方と九州地方では、８月前半に記録的な大雨となったところがあった。

令和７年夏の記録的な高温と７月の少雨の特徴およびその要因等についての異常気象分析検討会資料から抜粋



2025年8月11日 熊本県に大雨特別警報を発表した事例

気象庁HP 大雨特別警報を発表した事例等における雨量等の予測と実際の状況等について（速報）から抜粋



気象庁HP 大雨特別警報を発表した事例等における雨量等の予測と実際の状況等について（速報）から抜粋



地球温暖化の影響（イベント・アトリビューション）

令和７年夏の記録的な高温と７月の少雨の特徴およびその要因等についての異常気象分析検討会資料から抜粋



2025年8月7日の富山県の大雨

7日9時40分：小矢部川氾濫危険情報発表



8月６日夕方線状降水帯半日前予測情報発表

富山県での線状降水帯発生なし

大雨と雷及び突風に関する富山県気象情報 第5号
 
２０２５年 ８月 ６日１６時５６分 富山地方気象台発表

富山県では、６日夜遅くから７日朝にかけて、線状降水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能性があります。
７日明け方から朝にかけて、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒し、７日朝から夕方にかけて、土砂災害に警戒してください。
また、７日夜遅くにかけて、落雷や竜巻などの激しい突風、降ひょうに注意してください。

［気象概況］
低気圧が日本海にあって、前線が東北地方へのびています。７日は低気圧が北日本に進み、前線が北陸地方を南下するでしょう。
富山県では、前線に向かって流れ込む暖かく湿った空気の影響を受けるため、７日にかけて大気の状態が非常に不安定となり、

  雷を伴った激しい雨が降り、大雨となる見込みです。また、７日は局地的に非常に激しい雨の降る所があるでしょう。

［雨の予想］
６日に予想される１時間降水量は多い所で、

東部 ４０ミリ
西部 ４０ミリ

７日に予想される１時間降水量は多い所で、
東部 ５０ミリ
西部 ５０ミリ

６日１８時から７日１８時までに予想される２４時間降水量は多い所で、
東部 １５０ミリ
西部 １５０ミリ

その後、７日１８時から８日１８時までに予想される２４時間降水量は多い所で、
東部 ５０ミリ
西部 ５０ミリ

線状降水帯が発生した場合は、局地的にさらに雨量が増えるおそれがあります。

石川県では線状降水帯発生



線状降水帯に関する情報の改善
・気象防災速報（線状降水帯直前予測）
令和８年５月29日から、線状降水帯が発生する可能性が高まっていることを、発生

２～３時間前にお知らせすることを目標とする直前予測の発表を開始。
・線状降水帯予測マップ（直前予測を補足する情報）
今後３時間以内に線状降水帯による大雨のおそれのある大まかな領域を地図上に示し

た「線状降水帯予測マップ」を気象庁HPで常時提供。直前予測が発表されていなくと
も、メッシュ表示されている場合は線状降水帯による大雨のおそれがあります。

令和8年5月29日運用開始



北陸地方３か月予報



３か月予報 北陸地方（8月～10月） 2026年7月21日発表

6月23日発表
  3か月予報
対象期間7月～9月



３か月（8月～10月）の予想される海洋と大気の特徴





2026年の猛暑地点数の途中経過（7月20日時点）

7月20日時点では2024年・2018年に近い推移となっています。

9月まで延長して描画

2024年9月21日
能登半島大雨
線状降水帯

2024

2025

2023

2018

35度以上の地点数の積算

年 梅雨入り 梅雨明け
梅雨時期降水量
地域平年比（％）

2023年 6月9日頃 7月21日頃 124

2024年 6月22日頃 7月31日頃 117

2025年 5月22日頃 6月29日頃 50

平年 6月11日頃 7月23日頃

2026年 6月20日頃



熱中症警戒アラート 府県気象防災速報・気象解説情報欄に掲載

環境省HPへの
リンクを追加



夏季は高温による熱中症のリスクや線状降水帯などに
よる短時間強雨の可能性が高まる期間です。

適切な防災行動をとるために気象庁発表の防災気象情報
などを有効にご活用ください。

図は早期注意情報の発表イメージ
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